


㈹男相場感絹眉河川川汀目指は琵捕りはけ硝諾い巾壕硝化漣田はけは相川川は

言はH

推服闇棚那輔躍粧柁眺批馳

.ジ'.kJ--Qi触iもみ･pソ

{　胤

ま　　え　　が　　き

Ⅰ試験研究に関す　る事項

Ⅱ　試作試験に関す　る事項

Ⅲ　技術指導に関す　る事項

Ⅳ　その他の指導業務に関する事項

†　指　導　所　に関す　る　事　項

頁　　頁1　　　　7

9　　　　2　　　　4

2　　　　2

頁　　頁

頁

一･ ･　も■ ･ .. ~ .丘▲､''-7-柵りLJ●山nd.JL勺.-し



晋11''-tt...---････

1㌧.'ヽ■ヽ･`■.■ヽ■■■.■'-′■J′･▲HJ′ヽノ~=●ヽ一ヽ`

(

/

/

∫

I

I

I-.･◆･′-'.･~-メ-一･･■ヽ-ヽ､J･.ヽI'■.◆'.JI.r･･H J　ヽ′'=●ヽ▲ヽ■●''ヽ一ヽ.H.′ヽ′.･`｡′_′｡.･'ヽ′ヽ■●...ヽ-ヽ.■..

ま　　　え　　　が　　　き

JL/...,//

本年度における本県の繊維業界は全問的な不況下にありながらも､円滑なる市況を維

持することが出釆得ましたことは､慶ばしい次第です｡要は高級品と絹製品に主力を注

いで研究を行い製品化に成功した賜ものと考えられます｡しかし時代は急変しつつあり､

今日の流行は､明日変るというめまぐるしい時代に対処するため､当所は両支所と打っ

て一丸となり､絶えざる研究と努力を続けております.

時代が要求する新製品の開発研究の完成こそ産地の振興を左右するものと強い信念の

もとに実現へとまいしんしています｡他面巡回指導の徹底と併せ､研究会､講演会又は

近代機器の実演展示会等によって業界の近代化指針とするはもちろん､併せて合理化を

推進し､立体的指導によって品質の高度化をはかり､本県繊維工業の画期的な振興を期

さんとしています｡なお､国の新しい試みとして補助願った当所の能登川支所に新設し

た開放試験室も日を追って業界の利用度も活発となり､業界振興に大きく役立っていま

す.当所は本所を主軸と.して両支所を羽ばたいて繊維滋賀の実現をはかるべく総力を結

集して重責完遂にまいしんしています｡

ここに昭和39.40年度の業務の概要を集録して御参考に供するとともに､御批判願い

今後の御支援､御協力をお願いいたします｡

昭和41年3月

滋賀照繊維工業指導所

所　長　　小　　川　　藤　　蔵
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Ⅰ試験研究に関する事項

I -1長谷式撚糸機による縮緬緒の撚糸について

Ⅰ　目　的

現在縮緬韓の撚糸に使用されているのは水

を使用する関係上木製の八丁式撚糸機が使用

されているがこれは錘の回転を伝える小串が

中央にあり､申緒によって八丁革から伝動さ

れ錘が回転し錘先が左右両端に出て､撚糸さ

れる糸を巻取った下管が錘の左右に保持され

ているため同時に左右の撚糸が出来る特徴が

ある｡然し巻取は仏性と称する長い木枠を2

-3本並べて同一軸にて回転し撚糸された糸

を巻取る｡この様な構造上糸が切断した場合

必ず停台し糸継ぎをしなくてはならず､非能

率的であり､下巻､巻取り4''Fの関係上余り多

量の糸を撚糸することが出来ないし作業が難

しい等の欠点があるので長谷式撚糸機を使用

し縮緬韓が撚糸出来るかその適応性を調査

し､撚糸された糸で製織,精練後の風合を検

討し､八丁撚糸機の縮緬との比較をし今後の

改造点の資料とする｡

Ⅱ　撚糸機の概要

長谷式撚糸機を次のように一部改造した｡

q)スピンドルの駆動はベルトに依ることには

変りか､がベルトの上下にスピンドルを設

置し機械の左右に出すようにしてあるがこ

れでは同一方向に回転するので､スピンド

ルはすべてベルトの下部に取付け､ 1本毎

に左右に出し,左右の襟がEu乗るように

し､スヒ-ンドル問にベルト上部より押えの

中和をfrlり付けスリップを防止するように

した｡

¢)縮緬緯の撚糸には成輪が100 9 -150 gの重

いものが使用され糸には高張力がかかるの

で､巻取りの滑りをなくする為巻取りロー

ラーをギヤーとし､巻取り持は1々リ-式

のシリンゲ-を使用し､このシリン々-ホ

ルダーにもギヤーを取付け噛合せて確実に

巻取るようにしシリンダーは錘毎に取り付

け糸切断時にも八丁式の如く停台する必要

がないようにした｡

¢′この場合の撚糸には多義に水を使用する関

係トベルトメタルの部分にカ.べ-を取付け

給水した時の滑りを防止するようにした｡

m撚糸機性能測定結果

IAlスピンドルの回転について

スピンドルの回転数及びトルクを測定した

結果は夫々第1表､第2表の通りである｡

第1表　スピンドルの回転数

梼　　　　在　れ丁式　　長　　谷　　式

条　　件憎駕'乾　湿群議F差

平YJlt憶(r.P.m) i 6,857 7,066 7,066 7.016-　　50
-- I--F---. --:--

最大俄(　〝　): 7,000 7.loo 7.100. 7,050　　50

請最小値(　〝　)　6,750　7.000　7.0 6,9001. 100

変動率　(%) 0･70　0･67　0･67-　0･43-　-

第2蓑　スピンドルの回転力(9.α)

八　　　　丁　　■　長　　　　谷

乾湿乾湿条件屈5-紬与5頂7両福音!甘言

:-_-　∴三一三二三…三
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1

八丁撚糸機の万は錘間の回転唖が若干多い

ようであるが､これは小串の摩耗によるも

のであろう｡長谷式の方はベルトで回転す

るため給水時の影響を調べたがカバ-のた

め拾7恒こよる'影鰍ま認められなかったが下

管150グの成輪を使用した場合には回転数

は壬.,:｢減少するが斑は少なくなってくるo

これはF管によって錘自体の重さが増し慣

性が人きくなった為かと考えられる｡然し

八丁の如く一定張力の中指が各小串に接し

ていない;･1(.与ベルトの張力管理に注意しなけ

ればならない｡

卜′レ々は八丁の場合荷重の増〃口で当然トル
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LW.Jr.･L.t琵nHL川:iJTi･Jh星FヽaLtL./._ド.1.事■.ふ



夢…伽給水を行った場合荷重の軽も充分な低抗を有して居り撚糸が可能と∴賢≡≡:第4蓑八丁鰍撒び脚表 巴�｢���ﾂ�����｢�ﾂ�����B�

夢!蓋茎壷叢書妻蓋重要重要誓書萱妻萱準,:蓋冨蓋蓋重吉三蓋諾意土嚢要望恵芸聖喜妻 
蛋)をする場合には荷重も重いものを朗する(B暦数について2i3.146.i3,188r,3,052仁一一一-,29｣,1983,284,i3,036.1.78∃≡ 

賢-千.,十:整lsi罵igfSigfg襲:長竿S33g華準肇iaE:三三三EggfgESSifi13葺三三三;書き*;:8%sSi 夢≡≡≡∃喜.`憲若-軍華莞≡葦萱結果であるo毒 

警クの小さかつたものがあり､撚数も極端に■召 
撃川第3表の2長谷式撚糸機による輔率(形)を少ないものがあった為であろうo撚縮みに漂 

隻 L川右撚'左撚三.塞,.阜ついては長谷式では左右の差が1%以下で≡.繋 

耳旨.■汁.7-.……㌻.董哀葉■i+C,Zii蓋RiifSii喜oe整fgfji等薫きft萱葦Af55RfiiF;fi:OgSgliSffg等l;言21表 

賢言i志望講≡∃∃三要請±呈空5…蓋書芸至芸萎…軍蓋‡蓋誓言曇蓋芸葦 
J材 烈う-2--3- ㌢+ 

tT- 琵=三ユや 



看一t一

粥朋羽哨親和W朝粥朗覗胡蛸細田謂姻絹娼

1レ伽棉
バレ

時糸班表6第

長式丁
.＼.′

_.I 式杏

t>.

051
〃丁-

57畳糸
一4

3

間時8約i間-将‥5約

敬鍾

町≠

禦鯛甑}汁._｣胴･C｡誓
一Ll l　川

#一空
計仙

分∩V
.4

左分08右分06む紛4佑.. LIB
分25

仔〃5

g.
LL?9.

●　●ー2イノ1宿
ダ57左g35廃

α〃38
b･,526

間時8
lィ‖Ⅶ

回54

時読糸一断
=･_ ･･.jI :　叫

開聞噂噂均也平平のので左ま右節切

塁的糸岬
1U

の左で右ま節切

■間-繋一■　馴

臥4

冊数r回■断

切のhノ当鍾

噛間時
lJⅦ

回650

.壁
//間時/.回80数回の

.nノ

当間時日リ〟

:. ':..1m..:I:.:1. , I:.;,...:攣:.I:.1.:. '.:, I..='.:..i..., 'tt.. ;-.; :;:.::= :.:::: 1''.: ''.:.:.:.:1, ;:....I.: '=:.:州. I:. I..I:::. :. =HI, I;. '':JJ:.... -.''1. I '=. ,. I::.::-.::.:I
管長表ら閏時均い　いる断いあ. 5　平し平まと断大れ　つなで　12　は断のり分切は優もば　　のとそす盟の合問切で上25がれやもれて合化でホ上

;. i.;.:: I.:..:. ''..,(.I I;; I; I;;..ll.I. I:;I,:i. ::. :I..:::ti t;.= 2,.. :;:.:::.i::. ''.:.. I:I.,..I. :...., I;:J,. ;;I.. :I. '州. ::: I;::::.:..I:

糸従とはの平で回がでがよ巻八るは第

E

撚晒撚右

Lf㈲｢｣.
%

一門

柿潔周Mrl幣
17T…5　05■　25‥5

∩コ　0
1一2

.ド.
〇一6牲4

::.'= 1': ,. '';.=;:一2…2

｢｢
. ;･;,i｣}iS.38 I -柑

●l

･ ;;'･=i';:I.., :i.≡:='.

一一

.i,読.EL･:･lC':'o:.㌦
18 ･3壷1

珊-2｡･2一

㍊
野931J I2-2

撃S.

_S･lSi2-･｡㌫

慧㈱卿撃恥撃掛軸恥

5数式なき式｡いいるは詔で問いの棒為　つラ｡にはれれつガ変とてがに､はし置-の糸-第た谷異大型るなつすてが園のなこりたなガる図にこわながるのしれ中が因化位て糸撚通

肘

5

＼′.t>.hLr

表栄措定測刀莱の時糸拙莱5辛

式谷長式丁A
二.

一件粂糸撚 値小長倍大最醍穐力張値小蘇値大良醍唯力張

薫㌦
-.-.....r
I:I. ;i. I;I:. ''二:.. '二:.I...

二二
∵∴鼻止

右　撚一左

3…√

㍊
L牡.. ugi=i

二
0409

nUt　5
61　5Fu I.那

㌃㌻

5｢坦出9｡仰8FLL仙

乃i1-｡〟
｡-5

9

蓋二二華≡二

l

oui㌃〓

8-〟o"坦5一6一
′　1RU

…㌦｣
/一

C一

51±58

撚

I:l1　17･･

l

摺　洞

95∃

｢　〟

7　8)　8F

r I

二二
吾終州

(･:l･.臥.:.I
p.　　~.~　iE

l-

≠〓!

〔VJ.

30"1一右

〓｣二の･J‥o14"

二Ol±
nU
7

二　二60一6〇一60i　■二一畢2
L･:=;; ug

蛋

打〃150

二l二it

造5-･･irAtsliF:

｢
0.52.2士　士5l o3　31　　1

:.I,.1   ..  ,,.    :.1紬.?, I.;:;.:

樵

壁は"左
QT) L　ダI

意i

__."1

輸　差

童

駿　重

=:=..亡T, :,. .;.: .:.:.i

iJrJ

-i lヨ

戯絶唱福相撃新潮･ -･ ld拘鮒
l

.･声一一一1　　　　　　･･一　管.lL

a

刀張ら
L15一)

掛位式貯肝谷の管長
■

同図4第

.II

ア碗
●　～･J nf

∴

1　L　▲｢..+

1也

.1､.IJ≠--:.
●　　号　◆

読

へ叫牢へ空冊

■

4

T
.Ji

Aiゥ

.Ti.

1　　　　　　　--- ,　　･ ▲　　　｣基些｣____

刀張る
･よ

駅式耶↑!<管
l

同国3第

rj･･)I;守

㌃i･.
･-ti

ASもl
T-I,I

監
総則艶.).?,..

ふ,.!叫. ‥ ､二二

∵
17-

浮ぶI

ニーriIF

t

｢.　　　∴

仙　　　　仰

1千

;.(I:.
㌻　　　　　一

批

下管の先　　巾

終り



第　5　図

藷可慧司当卿.i!　ホ

47:脚釧El棚叫榔鵬

柵l.:　　嫡

長h-gLL

ゝ

-八丁什†J丘

-_-&宕･,

-･･-X一.長官iJJ畑

ZZI,ト
ヽ､一････一

即　　　　　70　　　　的

k.

101

こJL

9()

･:-･　も↑

卯　　7

シ宗祇　㌦　㌔丁叩

Iノ､1･i: 8.6 889o92糾eS

を†LA　壬fr'mJ

経

原糸　　　　　生糸21申//2糊付2

長谷式について実測した結果であるが､

この表と図よりして糸量を多くすることは

シボ立斑になるので充分注意する必要があ

る｡八丁の場合は巻取直径が太いので長谷

式に比較して減少率は少ないし綾振りの関

係.次工程の関係で余り太く巻取れないの

で問題ないが､シリンダーに巻く長谷式は

糸量が多量に巻き得るからこの様な巻取り

装置では生産に不適である｡この様に巻取

に注意をすれば以上種々検討を加えた結

果､ほぼ八丁式と同様の撚糸が出来るもの

と考え､八丁式､長谷式撚糸機を使用して

撚糸した練糸で縮緬を試概して見たo

Ⅳ撚糸機性能が縮緬に及ぼす影響について

試私論の観相は次の通りである｡

緯

生糸21FFl〃10本

密度　　　　　蔵　27.8羽/cm　引込21申8本/羽　　　　20本/cm

通巾　　　　　　　　　39.7αl

撚T/矧長芋免

八: S　を　3,098

丁　こ　Z　≡　3,130

長, S　≦　3,144
-　　-　　　　　　　　　-　　　- ----･▲･.･- --■･■

S z . 3,155

3･188[

_I_3 ,390

.'i.也
J

3 ,288.

織上長　八丁式　　　　　長谷式

2.05m　　　　　　　3.62m

巾　重〃　　〃 39. 5cm

320 g

41.9　　46.8■　　34.Or　　3.8
1

43.9　　52.0　　38.0.　7.3

42.5　　48.OL　　38.0′　　　5.3
･卜

48.3　　52.Or　42.0.　5,5

圧縮性　509/cAb(%)三0.37(13.95), 0.35(14.6〕

ド　レ　-　プ　係　執　　　66.1 ■　　　51.5

iwp lwt wP ･wt

硬軟度　ガ～レー式材.. 9･48i15180. 8･30 11･65
1

ハートループcm芦　9

仕上長1.83m　　　　　　3.36m　　　　　吸　水　性　　叫　6
nU　8　l.〇　8　8　6　3　5　4　6　8

1　　･

3　2　4　5　6　5　6　7　2　29　9　7　1　3　1　00　7　1　1

芳書

3　　　　　　　　　　　　　　5

8　8　6　3　5　4　6　8

〝　巾　　　　　　　　31.6cm

〝　重　　　　　　　　　250g

縮率長10.7%　　　　　　7.2%

巾　　　　　　　　　　20%

以上の試料を試験した結果は第8表のよう

であった｡

第8表　縮緬物性試験結果
＼蒜項目-一機ー空､1八丁式う長谷式

絶乾重畳　g/100C点

水　　分　　率　(%)

両精練による減少率(%)

厚　　　　　さ　　Jm

1.3116

ll.0

5.72

0.43

伸長弾性　3%伸長(%)

5%

8%

防　し　わ　度

切　断　強　力

切　断　伸　度

〃　〃

畑　%′/

晦

切断仕事量　Kgm/9⊇

応力綬和　30sec〔%)

180sec　〝 i

クリ-プ性　60sec (%)≡

120　〝　F

8.20　9.63[ 9.75
1

4.52　6.15　4.5
r

92　　100: 92.0

82.5　　925･ 81.4

5　　92.2　79.0

4. 67.1I61.4

25･ 16.0: 5.88

31 34.0､51.2

6.51 13.0■　6.5

795453 9　677　紡

5　82.4■78.0

31 77･6164･0

7.15　11.2 13.1
1

7.25r ll.3. 14.1

1･2801　　耐摩耗性　平面(回)≦　　48　　■　　34

屈曲　　I

ヒゲ　i

収縮率(20･C30min) %!
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以上の結果ほぼよく似たものが出来たわ

けであるがドレ-プ係数,硬軟度､切断伸

度､クリ-プ性､収縮率等に差異が認めら

れ長谷式では若干腰がないということが云

えそうであるo　又収縮率も小さいことより

撚内力の働きが八丁式と異なるように思わ

れるが防しわ性では経緯同様の回復を示し

た｡

Ⅴ　結　び

縮緬韓の生産には八丁式撚糸機で湿式法

で行なわれて居り､これは1台当りの錘数

も少なく又切断時､下管補給時には必ず停

合して作業をしなければならず糸の切断回

数も多く､機構の関係上作業もやり難いし

持台数も少なく能率的に芳しくない欠点を

有しているので､之等を改善すべく､作業

がしやすく且錘数を多くし大型化出来る

形の撚糸機として長谷式撚糸機をを一部改

造してその性能を調査し､試織を行った結

果､八丁式とほぼ同様の撚糸が可能である

ことが見出された｡然し更に改良を加えな

ければならない点も多々あり､特に巻取部

分の改造､張力に影響を与える錘先とそれ

から戚輪までの距離､成輪からノントリ棒

までの距離､或はノントリ棒の構造､下管

の形態､ベルトの張力､トルク管理､糸切

れ等の問題が残されているo又消費動力の

問題､巻取部の改造に依って下管のうーヂ

パッケ-ジ化､それに伴うスピンドル及び

メタルの構造等の問題について今後更に検

討を進める必要がある｡

I-2　夏座布団地の防汚加工について

1.日　的

能登川地区で生産されている綿､スパンレ

-ヨン､ポリノチック夏座布団地の仕上は澱

粉､贋､ PVA､ PVAc等が使用され麻風

に加工仕上されている｡最近この製品に対し

て業界から防汚性を与える加工技術指導の要

望があり､夏座布団地の一連の防汚加工の研

究の一端として､現在使用されている仕上糊

料と併周でき､従来の風合をそこなわずかつ

低廉に仕上げできるように､先づパラフィン

系のものを採用して主に飲物の汚染､即ち溌

水面からの試験を行なってみた｡

2.試験方法(その1)

(1)試料

aスパンレ-ヨ-ン織物

b織物密度　経糸186本､綿糸150本

(5cm悶)

C見掛繊度　〝　294S､ 〝34.4s

d防水剤　ダイル-フD (-浴防水剤)

e仕上糊料　バレインヨ澱粉､可溶性澱粉

ゼラチン

f　その他

直接染料､蛍光染料､固着剤

(2)処理方法

a供試料は常法によって精練漂白を行なっ

た｡

b溌水加工の処理はダイルーフD単独処理

のものと一般に夏座布団地の仕上に使用

される糊料との併用の二種を行なった｡

C両者とも所定濃度の溌水加工剤中に試料

を10分間(30QC)浸漬し､ゴムマンゲル

で脱水したo乾燥巾出しはピンテンタ-

を使用した｡

d夏座布団地の捺染に使用される直接染料

揖光染料によって前記試料を浸染し､ダ

イ)i,-フD (6,Oof)処理による変退色の

有無を確めた｡

3.試験結果



表1　ダイルー｢D邸独処理
-､一一㌧＼＼_捌く刑泌喝

試験項目　､~一一　-＼;

ピックアップ(形)ち

ゲイルーフD30

水　　970

■ル水
′ー

'i'th〃

0 nU64D9フ‥ル水イダダ〃.
7D909

910〝

93　i　　　　　96　1　　　　　78

消･l1HHtiT3TIT･JHtH講義一-一日JIH

白度(形)

二二_ -A__=喜-:
0

加工布　　-

(min)　i　石け/I/処理0

引　裂　強　度(g)

剛　　軟　　庶(wg)

摩　　　　　　擦(T)

保　　温　　率(形)

78.4　1　　　　79.3

1.426 1　　　1,424

1.50　1　　　1.35

37.4　　　　　　　40.2

12　　　　　　　12

36.3　1　　35.2

試験室の状態　20cc､ 65%RH

⊂註⊃白　　　　度　分光光度計MgOIOO%

入-475m/i

耐　水　度　定圧水位15cm布裏側

へ漏水する秒数

水橋消失時間　水滴0.133滴下後消失

するまでの分数

蓑2　ダイルーT'D土仕上糊料との併何処理

(石けん処理の場合

0.5%､ 40oC､ 10分)

引裂　強度　ペンジユラム法(経方

向)

摩　　　　擦　平面､エメリー′､､-パ

- hlo.60

保　苛　性　繊工試式保温性試験機

ゲ　イ　ル　ー　フ　D

バ　レ　イ　シ　ヨ　澱　粉

ソ　ル　フ　ル　ス　タ　ー　チ

}/　　･7

水　　　　　l

ピ　ッ　ケ　ア　ッ　7(,Oc') i

白　　　　　　度(形)

耐水度(舌ec) 1　　　0

水滴消失時間;加工布　-

(min)　　　　石け人処理0

引　裂　強　度(g)

剛　　軟　　度(野)

摩　　　　　　擦(T)

保　　温　　率(形)

60　　　　　　　　90

50　　　　　　　　50

30　　　　　　　　　3〕

20 ･　　　　　　20

840　　　　　　　　810

99　　　　　　　122

77.2　　　　　　　77.7

44 ･　　　　　　53

420　　　　　　　480

200　　　　　420 i　　　　480

978 :　　1.070　　　　1,050

3.0打　　　3.0〔‖　　　3.42

26 !　　　　　　44

38.6　　　　　　　33.5 42.1 ;　　　　　41.2
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表3　々■ィルー7D処矧こよる染色物の変退色

Kayarus Colr

Red　6BL

Blue G cnuc

Blue　4G

BIue　4BL COIIC

Blue BRL　20D

YelIOW　2GL

OranLqe　2GL

Green GG

Brown GL

Brown GTL

Brown RT

Brown T

Brown BRS

Grey

Black G

アミゲン　ゲイル-'7D

(1%〕　　(6%)

やや育味　不　　　変

やや赤磐iやや淡くなる

不　　　変■不　　　変

ぎゃや退色　　　〝

やや赤味　やや腎味

やや退色,不　　　変

やや赤味　　　〝

不　　　変　　　〝

やや赤味　　　〝

やや退色l　　〝

〝　　　やや濃くなる
I

〝　　　不　　　変

〝

〟

やや緑味

〃　〃　〃

Whitex BF

BO

-　　やや退色

〝

10B r　　　　　　　　　　〝

o･5% (owf)ただしgFaecyk l% (owf)

4.試験方法(その2)

(1)試料　夏座布団地(N社提供)

経糸　　　　　練糸

A　綿　　　　　　　リネヤーン

B　綿ライト　　　　麻スフ

C　スフプライト　　スフダル

携水利,糊料予備試験同様

(2)処理方法

次の所定畠の仕上糊料を糊化して冷却後q

イル-フDを加え十分愚伴してそれぞれ試

料一反を浸漬､手もみして糊の浸透をはか

り遠心脱水して風乾後布出しを行なった｡

表4

加1剤　試料I A B C

ダ　イ　ル　ー　フ　D : 3009　600

バ　レ　シ　ヨ　澱　粉i　420　　420

ソルブルス　タ　ーチ

セ　　ラ　　テ　　ン　　100　　100

水　　　i9,000　8,700

900

420

180

100

8,400

ピックアップ(%); 155　146f 151

水橋消失時間(min); 420 ! 600 i 660
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5.総　括

(i)グイルーフDによって百度､蛍光白度は低

下する傾向があり､仕上糊と併用するとも

う一段低下する｡

(ii)防水壁のうち耐水贋は非常に低いが､水蘭

消失時間は余りダイルーフD濃度に関係な

く7-8時間保持するので､撹水性は十分で

あるo　加工原布を0.5%石ケン牧で処理し

た場合は捷水利が脱落し10の1に低下す

る｡仕上糊と併用した場合は糊のため放水

刑の保持が良好なため加工原布と変らない

捷水性がある｡

(iiiJ引裂強度はダイルーフD単独処理では20-

30%向上する｡仕上相を併用すると50%低

下するo　しかし糊併用のものだけ比較する

と約50-70%向上するo

(4)剛軟皮は原布に比べて大きな変化はないQ

(5)摩擦強度は大変劣るが仕上糊の併用によっ

て向上する｡

(G頃座布団地の実際試験では水櫛消失時間が

予備試験より一段と良くなって携水効果は

十分あるoこれは加工時の糊のピックアッ

プが大で防水剤の保持率が高くなっている

ためと考えられる

(7)以上の点からみて強力低下､風合の変化､

変退色は殆んど生じないので､この種の-

浴防水剤を夏座布団地の一時的な投水性付

与､飲物等液汁に対する防汚加工に十分使

用できる｡

.I.I.^　1-1;‖イ′l　｢{~-I-　ーJ I_　　　　ク山一一　.-　　　　　　　　　　-】　r I-



Ⅰ-3　生糸の糊付について

1.日　的

古来から絹織物の産地では主として天然粕料

が荏糸糊として多く使用されてきたが､現在

浜縮細では殆んどの工場が無糊経糸で製織し

ているo　この方法は製織上一長一短があり､

近年は変縮緬のブームでその生産が一越縮緬

をオ-バ-している状態で､観織あるいは製

織工程に問題があるのか､経巌の織難発生が

多くみられるので､それを防止する一つの方

法として各種天然､合成樹料を使用して各糊

付をし､それらの物性､変化､挙動等製織準

備の基本的なことを追求してみた｡

2.試験方法

2-1糊　料

生糸　21中　(平均繊度21.6申)

糊料/布海苔､アルギン酸ソ-ダ､ CM

Cゼラチン､ PVA､小麦澱粉

油剤　　コンテスロ-ゲ)i,､ソルゾ～ルL

S､バンソブタ-S､サイガム5､

ロート油､オリフ池ST､

エレノンN120､ローゲルST

2-2　糊の調製と糊付方法

糊の調製

a.布海苔

所定量の布海苔を-夜間水に浸漬し20分

間加熱､潜解した後ミキサーで撒拝､漏

過して使用した｡

d.アルギン酸ソーダ

所定畳を-夜間水に浸漬膨潤さしミキサ
-で樫伴搭解して使用した.

C.　CMC

アルギン酸ソーダと同様処理

d,ゼラチン

所定量を一夜間水に浸漬し60bcで1時間

処理しミキサーで涯拝使用した｡

e.　PVA

アルギン酸ソ-ダと同様処理

f.澱　粉

所定量を93℃まで昇温糊化し冷却後ミキ

サーで撹拝使用した｡

糊付方法

-10-

総～前記各糊料を所定濃度に調製した浴

比1:10の樹液に踏糸のねじれをほぐして

浸漬し､ 35oC及び40oCで3時間及び3.5時

間処理したo　その後遠心脱水機で脱水し

舷糸をさばいて風乾した｡

機械糊付

(i)柿の木式の一本糊付機を使用したo

(2)滋繊工指式糊付機を使用した｡

2-3　物性試験方法

(1)粘　度

ビスコテスタ-V1207Aで測定､測定温度

35cc

(2)舵繰り切断数

1踏50-609の各糊付糸を経繰りし､その

時の糸切れを10g当りの切断数に換算

(3)糊付着量

各科糸0.5-1 9を精拝し絶乾後601Cの温湯

で30分処理､再度絶乾してその間の減量で

求めた｡

(4)強伸度

島津オートグラフIM-100

試長20cm､引藁速度13,3cm/min

(5)抱合性

デュプラン型抱合試験機に料糸20本掛け21

申1本の場合張力165 9 ､ 4本の場合215 9 ､

荷重3009/1本､ 5009/4本､刃数上5枚､

下6枚で摩擦し20本の糸全部が6m以上繊椎

の解離が生じた時の往復回数を10単位毎に

停止し1()位(2桁目)の数値で測定し､そ

の平均値で表わしたものと､摩擦切断の平

均値の両者で測定した｡

(6)硬軟性

繊維硬軟比較試験機で原糸､料糸とも長さ

5cm､張力19､回転角度3600としてその回

転差α○　を360-α/360÷α×100により原糸

(100%)との比較を行なった｡

(7)摩擦係数

ビン0.7gとし59の張力で緊張した料糸上

にのせて一端をピンが振動しないように静

かに降下させながらピンが滑りだした時の

傾斜角(0)より摩擦係数(p)を求めたo

3.試験結果.

表1 -本糊付および機械糊付糊料調合割合表
一品遠､--禦空き1

布　　　海　　　苔

小　麦　　澱　　粉

セ　ロ　ケ､ン　W SC

ゴーセノ1ルGL-05

ア)LJギン鞍ソ-ダl　-

ゼ　　ラ　　　チ　　ン｢0

1

サ　イ　ガ　ム　S【0

ロ　ー　ル　　S T

ソルゾー　ル　⊥　S

パンソ　ブ　タ　-　S

エ　レ　ノ　ン　N120

3　1一

4　t　5　6

3.0;0.5lo.5‡0.5㌢

｣2.｡J3.0 4...i

一　1　3　1　一

00

一一3　一一

0

1　1　3一1

0　　　　　　0 0.3　0.3【

0　5一　L1　　00　3　一　11　　0

一一　.1

0

一一. 1

0

1　　　1　　　10　　0　　0
一　1　1

0　　0

一　1　1

0　　0

一　1　1　1　1

0　　0　　0

表2　-本糊付法試験結果表

試料番号　　＼-J　(%)

原　　　　糸

1　　　　3.8

2　　　　　3.8

3　　　　　2.2

抱合性,マサツ切断

(回)　　(回)

マサツ係数≡　硬軟性】強　度

(%)  I　(g)

253 】　　0.242　∃　　　100　r　　75.9

389　　　　0.237

546　　　　0. 252

136.4　■　　88.6

106.0　■　　86.2 1　　22.4

279　　　　0.249　こ　　　90.8 1　96.4　■　　14.1

4　　　0.8　…　　31 ■　　　771 ‡　0.236　∃　108.9　　　75.5 ;　21.4

〇　　　　　2.4

6　　　　3.0 I

7　　2.7 I

8

9

10

1 1

12

1.0

9　　1　　6　　16　　4　　8　　7

:_　_I-

13　　　　　3.1

51

83

67

1.4　≦　　　58

3.2i　58

293 :　　0.228 [　159.5　　　　91.8

1 ,032 0.227 a 138.7　　81.8

377　■　　0.254 ;　115.8　…　　81.3

350　　0.255 ち 141.7 : 75.9

0,265　■　118.5

0.242　　　　124.5

0.284

0.240

0.224

0.255

145.0

146.5

101.7

21.9

21.9

22.0

19.9

73.3　f　　19.8

1

1

74･6i 1918

79.9　f　　20.5

122.0　■　　69.8

0.246 1  13510 i　89.2
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表3　-本粘付試験結果表

附_管_烈砲_隻_性巨サ･_y_g輿-サツ係数

(%) 【 (回) l

硬軟性!強　　度!伸　　度

1　2　3　4　5　6　7　8　9　0　1　2　3　4　5　栄

l 1 1 1 1 1

~'　0　　364l o･250

3.5 i o　　　　699　≡　　0,275

6.4　　　　　0　　　　　861

10

0

0

0

619

732

1 ,018

769

0　　　　　　904

0 `　　　796

0　ハU 0 nU　(U 0 01 1 1 1 1

0.259

0.247

0.265

0.274

116.7　j　364.6

0.26D l　　144.0

0.266　　　123. 5

113.6

129.0

105.0

128.0

358.7

392.0

377.2

307.5

347,7

329.1

312.6

360.8

97.5　　　309.5

6　　00　6　8　7　1　1　8　3　7　00　0　1　8　4　2　47　　1　3　2　3　3　3　3　3　2　1　3　1　3　2　91　001　　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　2　1

表4　機械糊付法(粧繊指式)試験結果表

附着率　抱合性Jマサツ切断Il7サツ係数i硬　軟　性

試料番号

l　　　　　　　　　　　　　　本

｣｣%) ち (回) l　(回)

原　　　　糸　　　　- .　　76

1　　　　0.8

i

2　　　　2.1

1

3　　　　3.2

4　　　　1.1

8　　1　　2　　1　　5　　8　　62　　0　　3　　3　　3　　1　　2

0

1　　7　　4　　81　　1　　0　　0

47　舶　58　71　85　花　69　訪　65　円　即　58　58　58　4

253 ･　　0.242

332 0.257

493 :　　0.240

314

254

371

468

397

426

284

316

294

311

187

0.237

0.238

0.242

0.244

0.233

0.234

0.221

0.235

0.251

0,252

0.224

304 ; 0･238

191 ‡　0･242

強　度;伸　皮

(g)　　　(%)

loo i 75･9

95.2 !　74.8
1

107.3　　　75.9

125A .　77.2

106.4

127.7

104.3

93.0

85.8

89.9

85.9

80.1

116.0　7　　83.9

23.6

21.8

21.7

20.3

20.0

22.3

21.2

20.8

22.4

21.9

;47:≡ JI　22三:≡
■

103.5　　　8B.6 22,1

22.6

22.1

22.7

蓑5　機械糊付法試験結果表

表6 -　本糊付試験結果変動率

マサツ係数　硬　軟　性

(形)　　　(%)

15.5 ! 19.6-50.5

1 】

本

原　　　　糸i　　　28.4

1　　　　　　9.1

2　　　　　13.7

3　　　　　17.9

4　　　　　17.4

5　　　　　24.7

6　　　　　17.1

7　　　　　　9,3

8　　　　　11.7

9　　　　　17.3

1 0　　　　　20.0

1 1　　　　18.0

1 2　　　　　13.5

1 3　　　　　20.1

1 4　　　　　15.1
｢

15 '　18.6

21.2

5.8

7.9

18.7
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Ⅲ-2質疑応答妻肝-4技術指導の概要当 ��

去-一一､王J4日6｢7J8l'9回11回1呈2i3:合計射1.三雲霊E!W_諾雷雲芸芸産技術の高跳ならび3.冨芸芸芸慧雷諾琵lOiT芝芸讐芸票差側室 

÷十往き二二紺等享∴二十十十十∴十十∴十 
伝統ある特産技術を可能ならしめる創案術研究会をq1心に指導育成し総合的高度.5 

A 'ぎ晶を研究し､化学繊維製品の生産を業界化を39､4昨度に亘り行なったo臼 

I;に普及徹底せしめ量産体制を確立すると5.作業改善と指導育成当 

1共にその特産技術高度化を39､40年度に各工程の計測管理を中心に作業改善を研毒 

亘り行なった○究し､モデル工場を各業種毎に指定し､ 
F 白���ﾓ#�ﾘﾘbﾓ#�ﾙl���｣��ﾘb���ｦﾂ�



それぞれの生産管理を研究指導し噸次業

界に普及せしめた｡

6.レース工業の育成指導とニット企業の指

導

レース機は順次導入され逐次増加の傾向

にあるが､更に基本的な研究を行ない､

業界の技術指導を行なった｡

7.室内装飾繊維製晶の加工技術の高度化

室内装飾品及び新建材による繊維製品の

用途多様化を研究指導し業界発展に努め

た｡

8.原糸ならびに生地加工技術の高度化

各種糸布の加工技術､特に原糸に対する

特殊加工により新製品の開発を行なうと

共に製品の高度化指導を行なった｡

9.麻織物の品質改善と加工技術の高度化

麻及び麻複合繊維製品の品質改善を行な

い輸出向製品を確立するための調査を行

ない指導に当った｡

能登川支所

座布団､夜具地の品質向上､生産能率を増加

させるため合成繊維応用の変りシボ製品､変

り組織応用法､増白効果､着色抜染法の指導

､或いは仮り織に代わるべき糊付法等の技術

指導に力を注いだ｡又芯地業界では壁紙生

地､袋物､敷布､カーテン地等への転換業者

に対しその製織法､加工法について指導し

た｡

上布業界は夏期橋粁地として紋紗､疑紗織製

織法､合繊混紡や絹肋の製紙法､加工法の指

導に力を注いだ.

意匠テサイン指導は座布団､夜具地共にデパ
ート､問屋における消費動向を打診しそれに

基づく意匠デザインの試作研究を行ない､指

導作品の展示会を開催し作品は業界に配布し

て参考に供した｡

高島支所

高畠晒協同組合の既設設備､英品物材､作業

人員等に検討を加え合理化指導を行なうと共

にクレープ用撚糸の下請工場に対し均質製品

の生産体制を確立すべく指導したo　尚､厚織

､タイヤコード業界に対しては､品質依頼試

験を通じて検討を加え､品質向上指導に力を

注いだ｡

Ⅳ　その他指導業務に関する事項

Ⅳ-1職　員　の　研　修

自動織機の機構と取扱法
′′

Ⅳ-2　開放工場設備利用

(昭和39年度)
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(昭和40年度)
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Ⅳ-3　研修生及び実習生の養成

(昭和39年度)
日　時　　　　　　　　研修生

4-25- 5.30　　　　県下工場技能者

内容

織物一般

8. 3- 8.10　　　高島地区繊維業者　　　　　　織機調整

8. 7-8. 8　　　長浜市内中学生

12. 10-12.11　　　県立短大生

2. 19　　　　　　浅井中学生

3. 1　　　　　繊維関係業者

(昭和40年度)
8. 9　　　　　　高島地区業者

8. 10　　　　　　能登川地区業者

8. 23　　　　　　長浜地区業者

8. 20- 8.21　　　長浜市内中学生

3. 3　　　　　　浅井中学生

Ⅳ-4　研究会､講習会及び展示会

(昭和39年度)
月　日　　場所　来所者　　内容

5.14-5.16長　浜400繊維器機近代化展

5.15

6. 3

6.25

7.10

7.21

7.23

9.7

〝　100講演会

〝　　60生糸研究会

織物一般

紡織試験法

織物一般

〝

貝　30　00　76　2　40　40人　　3

0　0　0　0　09　6　8　1　4

1

法政　　　　般取　〃　〃一〃機　　　　物織　　　織

能登川10図案研究会

〝　　　5　　　　　〝

〝　　　4　　　　　〝

〝　16　ビロード地図案研究　10.21-10.22龍登用　　全図案巡回展

会　　　　　　　　　　　11.19

能登川18図案研究会　　　　　　11,20

長　浜70ちりめん研発会　　　　12.4

〝　　30　ビロード地図案研究　　12,16

会　　　　　　　　　　12.17

〝　　25汚点抜機講習会

-23-

〝　　　6図案研究会

〝　　　3　　　　〝

〝　　　9　　　　〝

〝　　　5　　　　　〝

長　浜50ちりめん研究会



(昭和40年度)
月　日　　場　所釆所者　内　　容

5.19-5.21長　浜　450　繊維器機近代化展

8.26-8.27能登川　　27　全国同案巡回展

ll.5　　　長　浜　　30　ちりめん研究会

ll.25　　線登川　　25　座布団研究会

2.8　　　長　浜　　20　ビロ-ド地図案研

究会

2.17-2.18　　〝　　280　織機実演会

Ⅳ-5　出　版　刊　行　物

業務報告書　(昭和38印度)　　　　150部

研究会資料

指導所要覧

Ⅳ一6　施　設　整備状況
1.試験器械の整備

昭和39年度　　坂本式自動織機

昭和40年度

1,000部

1.000部

S W- T型80吋部分整経機

タオル自動織機

電気植毛機

台台台台1 1 1 1

2.能登川支所整備拡充

繊雑開放試験室国庫補助金150万円､県費150万円､地元寄附金100万円計400万円にて昭

和40年2月末日完工し40年5月15日から開設した｡

†　指導所に関する事項

Ⅴ-1位　　　　置

滋賀県繊碓工業指導所　　　　滋賀県長浜市三ツ矢元町27番39号

野庄佐新町

町

r　=　H一

登旭能新
節支

V-2　沿　　　　革

明治44年4月

大正4年4月

大正8年4月

昭和11年4月

昭和16年4月

昭和18年10月

昭和19年3月

昭和21年5月

電　話(長　浜)1 4　9　2

電　話(能登川) 1 7

電　許(新　旭) 143

滋賀県立長浜､能登川工業試飯場を夫々設立｡

長浜､能登川両場を合併し､滋賀県工業試験場となし､能登川に本場を置き長

浜を分場とする｡

滋賀県能登川､長浜工業試験場の2場に分封する｡

能登川工業試験場高島分場を設置｡

能登川工業試験場を滋賀県染織織共同加工指導所と改称｡

高島分場廃止｡

長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改称､　染織共同加工指導所内に併設｡

染織共同加工指導所を廃止｡

滋賀県立長浜､能登川商工業試験場を夫々設立｡
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昭和27年4月　　能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し､滋賀県立繊維工業試験場を設■

置｡

昭和30年9月

昭和32年4月

滋賀県立能登川､長浜繊維工業試験の2場とするo

長浜,能登川両繊維工業試験場を廃止o滋賀県繊維工業指導所を設置し､長炭

に本所を､能登川と高島に夫々支所を置くD

†-3　雄　　　　純

一人事､給与予算編成及執行に関すること

!公印建物及施設の管邸に関すること
⊥      =ヨT⊥-庶務係-ミ書評蒜駄許莞驚孟姦…謂言霊詣雛関す薄霧買主

(係長)
･-ること

.係　　長1
'主　　事1

所長-3

r製私製編､染色加工､工場の巡回指導に関するこ.と.各種織物､ ")ヤスWIの編織試験及指導に関す
ること

各種繊維､糸､布､メ[)ヤス叛の染色加工試験及話
導に関すること
織物､意匠､図案の研究調査及指導に関すること

一指　導　係一　繊維製品並びに副資材の分析又は鑑定に関すること

(係長)　　繊維工業に関する各種の調査､質疑応答に関するこ
と

!繊維工業に関する研究会､講演会又は講習会の開催
I　に関すること･艶織技術又は技能の伝習に関すること
一備付機械器具の利用､公開に関すること

璃画二雛鞄琴欝警指導に関するこ
1

軽易な試験鑑定検定に関すること
l

-高島支所-

(主任)
i-茸前言Yの廃務遠藤'(.=由ず恵三主

一棟西方面関係工場巡回指導に関すること

繊維工業に関する各種技術相談
軽易な試験鑑定検定に関すること

1611⊥l長師補居士

師導れ

係技技指汽

121任師箱

師

主技技-　　　･-∫.-･--ll

と

1111任師補補

師事

主技技主
∫＼し

V-4　敷　　地､建　　物

1.本　所　　敷　地　　5.654.0271i

建　物　　1.076.0011t

物理試験室　　　7217f　　　恒温恒湿室　　　36mg

化学試験室　　　5477f　　　染色試験室　　　72〃ヂ

図　案　室　　　1877i2　　　開放工場　　　324m2

汽か.ん室　　　2Onヂ　　　危険物貯蔵庫　　12狩ヂ

そ　の　他　　　46877t

2,能登川支所 3.高島支所

建　　物　　103.6877f　　　　　　建　物　　　61.9m2

物　理　室　20.2511L2　　　　　　　事　務　室　19.8m2

化　学　室　28.35〝l2　　　　　　　恒温恒温室　21.5m2

染　色　室　22.68m2　　　　　　　そ　の　他　20.67n2

実験準備室　　20 , 251712

そ　の　他　12.1577i2
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R f 芦 燃�Tﾂ�ﾂ����附≦ 宴ぎ洋室;.I_.≡_賢さ,■二… ��

l ! F l 】 I i ��ﾈｸ籀ﾘ�｣ｨv�ﾔﾂ�

V-5主要設備機械■'〇枚撚器検尺器 ��
賢二.≡.ストロボスコ-プ鎖微鏡 ��

亨雲量…;;…1.〔麻織物甘試験関係コ迅速水分計定温乾燥器 ��

力織機(綿､絹､タオル､ビロード)経メリヤス機 ��

自動織機(管､梓替)整経機V-6昭和39年度才人才出決算 ��

輪具撚糸機自動管巻機 ��

F伊太利式撚糸機繰返機才入 ��

JutI苦竺芸琵機言二三:三霊科項l目l節目決算額 ��

琴賢妻…慧芸宣言書機ふp.芸芸(蓋E薫宝誓-書写設芸使芸料ヒ蓋4;0:三円 ��

董董蔓董墓室冨薫墓室董董董機.憲一一撃崇芸≡^^挺華447:…6:≡ ��
i.≡′;.収縮度試験機紫夕幡物質鑑虚識機才出 ��

崇喜‥=竿芸書芸三芳≡芸芸関係〕.毒科項i目--TB-一一一一十算額 ��

十十十.畑∴十十l 電気植毛機.6可≡4..i 2.諾学芸秤川支所サンプル織機2,≡;≡;芸萱 3蔓纂…機≡用宗壷≡≡≡葦1≡引 ��

r :1 + ヨ � 

lJ l rL l + l l 1 ほ � 

l ;i 6 機 l I lr j ;i ii 喜請書 i 至那 覇 葺き +i. ヨ r.毒. i-コ. 1 I:ど 

･,-テスター布強伸度試験機(款)災害復旧費I書 
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…=.享才人.職員書.I }1 料-----⊥決算敬一.所長技術吏員兼事務吏員小川藤蔵} 

項l日E節 剩��

使用料し商工-古寺｢;｢rW雑I業指導所.28ー49D庶務係長事務吏員田中菅夫! 

手数料 剌､工手数料1獅:r_業指導所試験i307ー820指導係長技術吏員今井信次■郎ー 
--.-■...■･.■- 
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I 財産運用収入l I 財産売払収入T I 剄燻Y貸付収入で県公舎:5,220_を高島支所主任〝野々下増三1 物品売払収畑繊維工業指苔町61,000与庶務係事務吏員竹田民子. 

主｢首丁盲産収入ミl60,220 上 才出 劔.㍗:言≡冨芸芸≡器量1 --J冬i 
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〝〝小林昌率毒; 

車::芸荒芸≡;軍. 
工鉱業当て-鉱業総務費≡j21ー125諾…喜円 旅費i5,000 至需用費l15,000 

i.〝〝川添茂潜 

〝〝中川哲▲ 

】 I 一一i 暮 【 l F .室 l l l ≠ ? 】 t ､l 劔乖x査ﾔ鮎h轌;��N�,S#�ﾃ�3�ﾃ塔"�(��ｸｹ{���ﾃC3Rﾃ都��兩真一:,'~芸芸…荒冨≡…ll ー〝汽かん士申JH一郎… 
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t能登川支所技術吏員勝木嗣治憾 :Pt.J 
-..l}〝〝内藤静! 

l 
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備品購入費 僮 i,927,872 I 亳�x�皦駟^)F��ｩ����ﾙ��

こ委託料 �20,000 �?ｺ2�

喜色鍍金補助及交付金!20.000 款.商工費!喜p21,151,982 I 財産管理費i需用費ll修繕料;100ー000 一般管理費f職員手当i時間外勤務手当;57,000 款総務管理費11汎000 -28- 劍��ﾓ#�ｨﾙ��2�.r�
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氏 誤　　　表

貢;行 読

右行一段i　低　抗

3表の2　　1　(形)　2. 52

4表

5蓑

左行　　3段

10段

30段

一一~二:

2段
--

:∴::; -三-_:二

1

10　t　左行　　26段

右　右　表行　　1段

行　14g芝

2

左行　　5段i

左行　　21段

26段

右行　15段

(%) 1. 53
(%)　0. 59

(同　一　鐘)

‡財　輪

(E)巻取と樵に

巻取り周

下管補給時

長谷式撚糸機をを

風乾後布出し

10　の1

漏　　　　過

糸忽　～

絡　繰　り

附　石　率

機　械　終

座　希　団

染　織　織

物質鑑定識機

抵　　　　　抗

錘間変動率(%)Z2. 5 2
.:

錘間変動率(%)i去:喜召
〟

(同　一　錘)

輪

(E)巻取りと撚に

巻　取　周

下管補給時

長谷式撚糸機を

風乾後巾出し

10分の1

洩　　　　過

総糊付前記各糊料～

絡　繰　り

附　着　率

機　械､　紹

座　布　韓

染　　　　織

物質鑑識機


